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化学工学会エネルギー部会

「骨太のエネルギーロードマップ」製作プロジェクト
第1回骨太ワークショップのご案内
日時：　平成16年5月14日（金）　13：30　～15日（土）1２：00
会場：三菱化学　つくばクリエイションセンター, http://www.mcc-mnet.com/gaiyou/tcc/

JR常磐線　ひたち野うしく駅 (上野駅から80分)　東口バス1番乗場「つくばセンター」行、
「稲岡南」停留所(４っ目、7分)

化学工学会エネルギー部会において「骨太のエネルギーロードマップ」製作プロジェクトが開始されました。本プロジェクトは化学工学を軸としたエネルギー技術開発の将来へむけての道のりを示すものです。この製作プロジェクトの活動として第1回骨太ワークショップを表記会場にて1泊で開催いたします。
他に類の無い企画のため、今回は参加者が自身の専門技術・関心分野に関する開発ロードマップの素案を提案し、参加者一同でその内容のブラッシュアップを試みます。これを起点にロードマップ全体の構成を検討する予定です。別紙の参加要綱を参照の上ご参加を願います。会は部会員のみの非公開とし、提出された資料は非公開記録として知的所有権保護に努める予定です。技術開発ブレークスルーの糸口を得る好機ととらえ、奮ってご参加頂ければ幸いです。なお一泊となり、施設容量の都合上定員20名とし、申込み締め切りを4/28(水)とします。
なお本研究会の最新情報はWebサイト　（http://www.nr.titech.ac.jp/energy21/）　にて確認を、またお問合せは（energy21@nr.titech.ac.jp）にお願い致します。

化学工学会エネルギー部会代表　亀山秀雄

骨太のエネルギーロードマップ製作プロジェクト代表　加藤之貴
●　プログラム予定

5月14日　金曜日


13：30
集合：　三菱化学つくばクリエイションセンター中会議室

14：00～
プロジェクト主旨説明、加藤之貴　（プロジェクト代表）

14：30～
参加者ロードマップ発表と討論


18：00～
夕食

20：00～
ロードマップブラッシュアップ討論
5月15日　土曜日


7：00　～
朝食


8：30　～　ブラッシュアップ結果報告と総合討論

12：00　
ワークショップ終了
· 参加資格

1. 化学工学会エネルギー部会員

2. ご自身のロードマップ提案を所定のフォームシートで5/7までに提出できること。

3. 発表者の知的所有権を尊重しとその保護に同意する別紙覚書にサインできること。
●　費用　（下記を当日お支払い願います）

・　ワークショップ参加費　3,500円　


・　三菱化学つくばクリエイションセンター　宿泊費　6,500円　（一泊、夕食、朝食含む）
●　集合場所まで　別紙地図を参照願います。
· 参加申し込み
研究会参加ご希望の方は下記要件を電子メールにてお申込願います。電子メール送付先：小倉裕直（千葉大）　hiro_ogura@faculty.chiba-u.jp (注意：アンダーバー“_”にご注意願います)整理のためメールの”件名欄“には「骨太プロジェクト」と記入し、本文に下記を記入願います。

★メール記入要件★　ご氏名、ご所属、電話、Fax、E-mail、資格：会員・賛助会員・学生。宿泊の有無。自身のロードマップを5/7までに提出する、知的財産保護に関する同意書にサインする旨を記す。
★締切★　4月28日（水）

施設の都合上、定員20名と致します。分科会事務局より参加可否連絡を致しますので、必ずご確認願います。なお、許可の裁量は事務局に一任願います。人数限定の点で他に迷惑がかかりますので、5/7金以降のキャンセルはお避け願います。

会場案内図

日時：　平成16年5月14日　金曜日　13：30
集合場所：三菱化学　つくばクリエイションセンター
〒３０５－００７１　茨城県つくば市稲岡字寺台８２８－３、ＴＥＬ029-841-1511　ＦＡＸ029-841-1505

http://www.mcc-mnet.com/gaiyou/tcc/

JR常磐線　ひたち野うしく駅　東口バス1番乗場「つくばセンター」行、「稲岡南」下車(４っ目、7分)
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化学工学会エネルギー部会

「骨太のエネルギーロードマップ」製作プロジェクト企画案
加藤之貴

化学工学会エネルギー部会ロードマップ製作プロジェクト代表

熱利用分科会代表、東京工業大学　原子炉工学研究所

yukitaka@nr.titech.ac.jp
0.　骨太のエネルギーロードマップとは？

· エネルギー技術開発に関する化学工学を軸とした強度と靭性を備えた提案。ひいては技術開発の夢と希望の提案。

1. 本プロジェクトの目標
· 理想のエネルギー利用社会の提示
· エネルギー技術目標の提示

· 日本独自のエネルギー技術ポリシーの提示

· 研究開発者と一般市民への夢と希望の提示
· 平成16年12月を目処にエネルギーロードマップを出版
2. マップの出口イメージ

· 現状分析

· 5年先に欲しい技術の提案

· 対応技術の可能性の検討

3. マップの構成

· 総論

· 技術各論

· 現状のマップ

· 技術開発の夢と希望のマップ
· 技術開発方向のマップ

4. マップ制作方法

· 5年先に鍵となる課題の抽出
· ブレークスルーすべき技術目標の提示

· 対応技術の可能性の検討

· 実システムに対する優位性の提示
5. マップ素案

「ロードマップ構成イメージ」のFig.1にマップ構成の基本手法を示す。性能基準、市場基準を基準に5年後の目標と将来像を描く。新たな評価・価値基準での検討も行う。ゴール実現にいたるまでの道筋を示す。図中のボックス内を埋める作業がプロジェクト作業にあたる。ボックス内の内容のブラッシュアップがワークショップの主目的。マップ構成が整い次第、執筆作業を進める。

6. ワークショップと知的所有権について
第1回を平成16年5月14～15日、つくばクリエイションセンター（つくば市）にて予定。第2回を7月に予定。ワークショップは非公開とし、発表する方のみが参加可能とします。配布ドキュメントは記名制とし非公開資料としてプロジェクト事務局で保存し、著者の知的財産権の保護努力をします。

7. プロジェクト参加、大歓迎！！

エネルギー技術の広汎な開発ベクトルを探るプロジェクトです。多くの方のプロジェクトへの参加を歓迎します。ご連絡は加藤之貴、yukitaka@nr.titech.ac.jp、Phone 03-5734-2967, URL: http://www.nr.titech.ac.jp/energy21/ まで。
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ロードマップの構成イメージ
Fig.1　ロードマップの構成の基本概念：　

ある要素技術・利用対象項目についてのロードマップ作成プロセスの提案例
Fig.1中の用語の定義　著者の感性を最優先しますが、あえて例を挙げれば下記となります。
· 要素技術：　例えばエネルギー資源利用、エネルギー変換・貯蔵・輸送技術、廃棄物処理、燃料電池、マイクロリアクター、ナノ技術などさらに細目でも良い。

· 利用対象：　例えば水素社会、家庭・ビル・地域などのエネルギーシステム、クリーンエネルギー、大型モバイル（自動車）、小型モバイル（PC）など

· 現状：　現在の技術レベル、80～90％の精度で。データベース・文献を引用

· 5年後の目標：　5年後に望まれる性能。欲しい性能。60点主義で。

· 理想の目標：　固定した希望目標。性能、市場性などに関しての長期のポジティブな希望目標。

· ブレークスルー課題の抽出：　目標の実現に必要な課題

· 解決目標・方法の提示：　ブレークスルー課題への対処方法、欲しい技術の提示（60点主義で）

· 期待できる夢と希望：　その項目の高度化によってもたらされるメリット。共通ゴールにつながって良い。

· 共通ゴール・あるべき姿：　理想的なエネルギー利用社会となるための共通な大目標、コストのみならず、環境持続性、安心、安全など。また、ロードマップから導き出されるであろう、必然的に望まれる社会のあり方。
ロードマップ提案フォーム

課題：　Fig.1　ロードマップ構成イメージをもとに下記空欄に自由に記入しE-メールにて送付願います。なお、全ての欄を埋める必要はありません、記入量も制限はありません。また、価値基準項目は増やしても構いません。
5/7までに小倉裕直（千葉大）hiro_ogura@faculty.chiba-u.jpへ
Word添付ファイルとして提出願います。

	氏名
	所属

	作成日　2004年　　　月　　　日
	

	要素技術または利用対象
	

	価値基準
	性能基準
	市場基準

	現状
	
	

	5年後の目標
	
	

	理想の目標
	性能　2倍
	市場1000倍

	ブレークスルー課題
	
	

	課題解決目標
	
	

	得られる夢と希望
	
	

	コメント・備考
	
	


上表で表現がしきれない場合、図、グラフ、文章などを自由に加筆してください。

ワークショップ参加と知的所有権遵守に関する覚書　（雛形）

*参加当日にサイン、押印を頂きます。
本「骨太のエネルギーロードマップ」プロジェクトへの参加にあたり下記を遵守することを誓約いたします。
1.　ロードマップ作製に関し、可能な限り議論に参加し、協力する。

2.　本会議中に知り得た情報、アイデアなどを用いて無断で特許を出願しない。
2004年　　　月　　　日

ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

ご氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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Y. Kato, 2004/04/07


